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美浜発電所の状況

　今回の報告では、4月19日から5月17日までの美浜発電所の
状況等についてお知らせします。

美
浜
１
号
機

美
浜
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号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
中
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平
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年
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月
24
日
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美
浜
3
号
機

　

第
25
回
定
期
検
査
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平
成
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年
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14
日
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第
27
回
定
期
検
査
中

　
　
　
　
　

（
平
成
23
年
12
月
18
日
～)

　

4
月
30
日
に
、
町
役
場
で
第
１
７
９
回

町
原
子
力
環
境
安
全
監
視
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
の
委
員
会
で
は
、
原
子
力
規
制
庁

に
原
子
力
発
電
所
の
新
規
制
基
準
案
に
つ

い
て
、
ま
た
、
関
西
電
力
㈱
に
美
浜
発
電

所
の
安
全
対
策
の
実
施
状
況
等
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
ま
し
た
。

　

原
子
力
規
制
庁
か
ら
説
明
を
受
け
た
委

員
か
ら
は
、

第
１
７
9
回
町
原
子
力
環
境
安
全
監
視

委
員
会
を
開
催

　
　

  

要
求
項
目
を
1
つ
で
も
満
た
さ
れ
な

い
と
、
認
可
さ
れ
な
い
。
特
定
安
全
施
設

に
つ
い
て
は
、
5
年
間
の
適
用
猶
予
が
考

慮
さ
れ
る
。

　
　

  
新
規
制
基
準
の
全
て
を
満
た
す
こ
と

が
、
再
稼
動
の
条
件
に
な
る
の
か
。

問
1

　
　

  

新
規
制
基
準
で
は
、
活
断
層
評
価
の

対
象
年
数
を
、
こ
れ
ま
で
の
12
～
13
万
年

前
以
降
で
断
定
で
き
な
い
も
の
は
40
万
年

前
ま
で
に
遡
る
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
妥

当
性
が
分
か
ら
な
い
。

問
2

　
　

  

地
震
は
、
数
十
年
か
ら
数
千
年
で
繰

り
返
し
発
生
し
て
い
る
。
記
録
が
残
っ
て

い
る
地
震
は
、
千
数
百
年
程
度
で
あ
り
、

そ
の
不
確
実
な
と
こ
ろ
を
、
40
万
年
と
い

う
長
い
年
月
で
確
実
に
評
価
す
る
。

　
　

  

運
転
開
始
か
ら
40
年
を
超
え
る
原
子

力
発
電
所
に
課
せ
ら
れ
る
特
別
点
検
の
中

に
、
原
子
炉
容
器
の
母
材
や
溶
接
部
の
点

検
と
あ
る
が
、
検
査
す
る
こ
と
は
可
能
な

の
か
。

問
1

等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
こ
の
質
問
に
対
し

関
西
電
力
㈱
は
、

　
　

  

原
子
炉
容
器
の
溶
接
部
の
点
検
は
こ

れ
ま
で
か
ら
も
実
施
し
て
い
る
。
母
材
に

つ
い
て
は
、
検
査
に
時
間
を
要
す
る
が
、

欠
陥
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
は
可
能
で

あ
る
。

と
答
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
の
説
明
終
了
後
、
町
か

ら
先
般
開
催
さ
れ
た
第
１
８
２
回
福
井
県

原
子
力
環
境
安
全
管
理
協
議
会
の
報
告

と
、
去
る
3
月
29
日
に
県
が
策
定
し
た

｢

原
子
力
発
電
所
近
接
5
㎞
圏
の
住
民
避

難
計
画｣

に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

委
員
か
ら
は
、

　
　

  

県
が
策
定
し
た
計
画
に
よ
る
と
、
通

報
連
絡
は
全
て
県
の
指
示
と
記
載
さ
れ
て

い
る
が
、
県
の
要
請
を
待
た
な
い
と
避
難

で
き
な
い
の
か
。

問
1

　
　

  

福
井
県
内
の
避
難
先
は
指
定
さ
れ

て
い
る
が
、
県
外
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

問
2

等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
町
か
ら
は
、

　
　

  

先
に
国
か
ら
指
示
が
あ
れ
ば
、
県
の

要
請
を
待
つ
こ
と
な
く
、
町
長
の
権
限
で

避
難
を
指
示
す
る
。

　
　

  

福
島
事
故
後
、
被
災
自
治
体
で
は
、

町
民
が
県
内
外
に
分
散
し
、
安
否
確
認
が

速
や
か
に
で
き
ず
、
ま
た
、
県
や
町
の
情

報
を
し
っ
か
り
伝
達
で
き
な
い
状
況
と

な
っ
た
。
そ
の
反
省
か
ら
、
県
内
同
一
の

市
町
に
す
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
昨
年
の

避
難
に
関
す
る
暫
定
計
画
の
中
で｢

お
お
い

町｣

と
し
た
。
現
在
、
福
井
県
で
は
県
外
を

含
め
て
広
域
で
の
避
難
箇
所
確
保
に
向
け

て
調
整
中
と
聞
く
が
、
本
町
と
し
て
は
、

お
お
い
町
以
外
に
つ
い
て
も
、
あ
く
ま

で
、
県
内
で
避
難
先
を
確
保
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

と
答
え
ま
し
た
。

　

本
委
員
会
で
は
、
今
後
も
国
の
安
全
規

制
の
動
向
や
防
災
対
策
、
ま
た
、
美
浜
発

電
所
の
安
全
対
策
等
を
適
宜
確
認
し
て
い

き
ま
す
。

↑原子力発電所の新規制基準案を説明する
　森田地域原子力安全統括管理官

答
1

答
2

答
1

答
1

答
2

と
答
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
関
西
電
力
㈱
か
ら
説
明
を
受

け
、
委
員
か
ら
は
、
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先
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

6
月
16
日
に
、
平
成
25
年
度
福
井
県
原
子

力
防
災
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
福
島
事
故
を
教
訓

に
、
県
が
3
月
29
日
に
策
定
し
た｢

原
子

力
発
電
所
近
接
5
㎞
圏
の
住
民
避
難
計
画

(

下
枠
参
照)｣

の
検
証
を
主
眼
と
し
て
実

施
す
る
訓
練
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

｢原子力発電所近接5km圏の住民避難計画｣を策定
　県では、原子力災害のリスクや万一の際の損害の可能性等を考慮し、原子力発電所に近接する地域の

防災対策を最優先として、本年3月29日に5ｋｍ圏の住民避難計画を策定しました。

■ 緊急事態区分と町の措置
   対象となる住民(本町では丹生･菅浜･竹波)には、下表の基準により避難指示等を発令します。

緊急事態区分 事 象 の 内 容 町 の 措 置
警戒事態

（第 1 段階）
 ・県内で震度 6 弱以上の地震発生
 ・重要施設の故障発生　等　　  ・災害時要援護者に対し、避難準備を指示

施設敷地緊急事態
（第 2 段階）

 ・原子炉冷却材漏えい
 ・全交流電源喪失 (5 分以上 )　等

 ・災害時要援護者避難
 ・対象地区住民に避難準備を指示

全面緊急事態
（第 3 段階）

 ・原子炉停止機能全喪失
 ・原子炉冷却の全ての機能喪失　等

 ・対象地区住民に避難指示

■ 住民の避難手段
　避難は、県や町をはじめ、消防、警察、

海上保安庁、自衛隊等の防災機関が一体と

なり、陸･海･空路あらゆる搬送手段によ

り、迅速且つ、確実に住民の避難を行うこ

ととしています。

　なお、今後も防災機関とともに、具体的

な運用等の調整を継続し実効性のある計画

としていきます。

自宅 ･

勤務先等

自家用車〈原則〉

半島部の

港湾 ･ 漁港

半島部の
臨時

ヘリポート

徒歩等

自衛隊
車両

船舶

ヘリ
コプター

避難車両中継所

避難先近辺

の港湾

一時集合

施　設

バス

バス

バス

指定避難所

(大飯中学校)

バス

在宅要介護者は、

福祉避難所

(いきいき長寿村)

　

今
回
の
訓
練
は
、
若
狭
湾
沖
で
地
震

が
発
生
し
、
関
西
電
力
㈱
美
浜
3
号
機

に
お
い
て
、
全
交
流
電
源
喪
失
及
び
原

子
炉
へ
の
注
水
不
能
に
よ
り
、
全
面
緊

急
事
態
に
至
っ
た
と
い
う
想
定
で
行
い

ま
す
。

住民避難訓練ルート図(美浜町)

※本計画は、町のホームページに掲載して
いますのでご覧ください。

おおい町

大飯中学校

おおい町

いきいき長寿村

若狭ヘリポート

　一時集合施設

( 丹生介護予防センター )

( 竹波公民館 )

( 菅浜小学校 )

　避難車両中継所

( 美浜町総合体育館 )

徒歩等

徒歩等 避難先近辺

のヘリポート

美浜発電所

6
月
16
日(

日)

に
福
井
県
原
子
力
防
災

訓
練
を
実
施
し
ま
す

　
　

  

●
原
子
力
発
電
所
近
接
5
㎞
圏
の

　

     

住
民
避
難
計
画
に
基
づ
く
住
民
避  

    　

 

難
訓
練

●
国
や
県
、
防
災
機
関
等
と
の
通

信
連
絡
訓
練

●
防
災
行
政
無
線
・
音
声
告
知
放

送
・
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
等
に
よ
る

広
報
訓
練

●
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

の
設
置
等
に
よ
る
緊
急
時
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
訓
練

●
事
業
者
に
よ
る
発
電
所
の
事
故

対
応･

復
旧
訓
練　

等

　

訓
練
当
日
は
、
防
災
行
政
無
線

や
音
声
告
知
放
送
等
に
よ
る
訓
練

広
報
、
ま
た
、
住
民
避
難
に
よ
る

車
両
の
通
行
や
、
船
舶
の
航
行
、

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
上
空
を
飛
行
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

     

︵
主
な
訓
練
内
容
︶
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美浜町のごみ排出量を報告します
平成 24 年度

(1t以下は四捨五入)

年度 排出量 前年比

19 2,941ｔ ―

20 2,956ｔ ＋15ｔ

21 2,912ｔ －44ｔ

22 2,933ｔ ＋21ｔ

23 2,916ｔ －17ｔ

24 2,906ｔ －10ｔ

2,906 ｔ
● 過去 5 年間の推移

※前年度と比較すると 10t の減量と
　なりました。

可燃ごみ

253 ｔ
※前年度と比較すると 16t の減量と
　なりました。

不燃ごみ ･ 不燃粗大ごみ

年度 排出量 前年比

19 320ｔ ―

20 297ｔ －23ｔ

21 288ｔ －  9ｔ

22 303ｔ ＋15ｔ

23 269ｔ －34ｔ

24 253ｔ －16ｔ

● 過去 5 年間の推移

116 ｔ
※前年度と比較すると 7t の減量と
　なりました。

● 過去 5 年間の推移

年度 排出量 前年比

19 140ｔ ―

20 138ｔ －2ｔ

21 131ｔ －7ｔ

22 132ｔ ＋1ｔ

23 125ｔ －7ｔ

24 116ｔ －9ｔ

資源ごみ (缶･ビン･ペットボトル･白色トレイ)

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　

町
住
民
環
境
課(

担
当･

田
村)

☎
32
‐
６
７
０
３

で
す
。

　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、「
ま
だ
使
え
る

か
な
？
」「
何
か
に
使
え
な
い
か
な
？
」

「
本
当
に
必
要
か
な
？
」
と
い
う
こ
と
を

意
識
し
て
い
た
だ
き
、
で
き
る
限
り
ご
み

を
出
さ
な
い
生
活
を
心
が
け
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
25
年
度
も
引
き
続
き
ご
み
の
減
量

化
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 3

　

R
運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

・
Ｒ
ｅ
ｃ
ｙ
ｃ
ｌ
ｅ(

再
利
用)

・
Ｒ
ｅ
ｕ
ｓ
ｅ(

再
使
用)

・
Ｒ
ｅ
ｄ
ｕ
ｓ
ｅ(

減
ら
す)

　

平
成
24
年
度
は
、
可
燃
・
不
燃･

資
源

ご
み
の
す
べ
て
に
お
い
て
減
量
化
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
す
べ
て
の
項
目
で
排
出
量
が

過
去
5
年
間
で
最
も
低
い
数
値
に
な
り
ま

し
た
。

　

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
は
3
つ
の“
Ｒ
”

が
重
要
で
す
。
そ
の
Ｒ
と
は


